
国語の基礎的な力や身につけた基礎的な力を生かして様々な問題を解決したり、工夫して生活したりする力について

調べる問題です。ことわざの使い方の例として適切なものを選択する問題や畳職人へのインタビューの様子の場面にお

ける、質問の工夫として適切なものを選択する問題などが出題されています。 

海老名市 神奈川県（公立） 全国（公立） 全国との比較 

平均正答率 50.9％  50.0％ 49.3％ 1.6 

平均正答数 10.7 問 /21 問 10.5 問/21 問 10.4 問 /21 問 0.3 

分類 区分 

対象

問題

数 

平均正答率（％） 平均無解答率（％） 

海老名市
全国

（公立） 

全国との 

比較 
海老名市

全国 

（公立） 

全国との 

比較 

学習

指導

要領

の領

域等

エネルギー ６問 41.2 41.9 -0.7 5.1 5.8 -0.7

粒子 ５問 53.4 50.9 2.5 0.8 1.2 -0.4

生命 ５問 61.2 57.9 3.3 4.2 6.7 -2.5

地球 ６問 45.7 44.3 1.4 0.3 0.4 -0.1

問題

形式

選択式 15問 50.6 49.6 1.0 0.3 0.3 0.0 

短答式 １問 26.0 24.8 1.2 2.1 4.3 -2.2

記述式 ５問 56.6 53.5 3.1 9.7 12.6 -2.9

正答数分布グラフ （横軸：正答数，縦軸：割合）

（％） 

14～19 問が多い

分類・区分別集計結果 

14～19問が多い

全体の結果

調査問題の内容 

平均正答率…平均正答数を問題数で割った値の百分率。 

中央値…正答数を大きさの順に並べた時に真ん中に位置する値。 

 学習指導要領に示されている各領域に基づき、タッチパネルを科学的に探究する問題や水の状態変化を科学的に

探究する問題、生物の外部生態を基に科学的に探究する問題、天気の変化を科学的に探究する問題などが出題さ

れています。 

中学校 理科 
令和４年度

全国学力・学習状況調査

3～5 問が少ない

（問） 

* 正答率 50％以下(0～10 問)の生徒の割合は 48.8％で
す。【全国は 51.5％】 
* 正答率 80％以上(17～21 問)の生徒の割合は 7.8％で
す。【全国は 7.4％】 
* 中央値は 11問です。【全国は 10 問】 

「生命」の領域において、全国と比較して、

上回っています。 



○平均正答率、平均正答数、中央値を見ると、全国と比べてやや上回っています。 

○平均正答率が全国を上回った問題は、21 問中 17 問です。また、平均正答率が 80％以上の問題は、 

21 問中３問（全国は１問）です。 

○無解答率が全国より高かった問題は、21 問中６問でした。 

○唯一正答率が全国を下回っている領域は、「エネルギー」領域です。 

○観察記録などに基づいて、共通点や相違点があることを見出して、動物の体の基本的なつくりについ

て理解することができています。 

○考察の妥当性を高めるために実験の計画を検討して改善することや日常生活と知識を関連させて取り

組んでいくことに課題が見られます。 

◆考察の妥当性を高めるために 

○実験結果の処理について振り返り、実験の計画を検討して改善する学習活動を充実させます。 

◆身に付けた知識を活用するために 

○日常生活の場面で知識及び技能を活用して、現象を説明する力を育成できるよう、知識及び技能と

身近な現象を関連付けて探求する学習場面を繰り返し設定するよう工夫します。 

◇この問題の正答率 

海老名市     80.2％ 

全国（公立）    74.5％ 

（全国との比較 ＋5.7） 

海老名市の結果についての分析 

４(1) ダイオウグソクムシとダンゴム

シの足の様子が異なることにつ

いて、生活場所や移動の仕方と

関連付け、その理由を説明する。

全国の正答率と差が見られた問題の例 

考 察 

趣旨 節足動物の外部形態の観察結果

と調べた内容を、生活場所や移

動の仕方と関連付けて、体のつ

くりと働きを分析して解釈でき

るかどうかをみる。

指導の改善にむけて 

正答の条件 ダイオウグソクムシとダ

ンゴムシの生活場所・移動

の仕方の両方またはいず

れかを比較して記述して

いる。

中学校理科のすべての問題は、国立教育政策研究所の
ホームページで見ることができます。


